
(10月上旬号〕
第 2田市民音楽祭

市教育委員会は11月1、
3、4日中央公民舘で、
第 1田市民音楽祭を開催
します。参加は器楽、合

唱などてす。多数ご参加

くだい。くわしいことは

市教委社会教育課におた
ずねください。(市教委)
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よ大村市 政だ〈毎月1目.1Ia，U臼発符〉昭和何年 10月 1目
(昭和H年4月u臼第三種郵便物認可〉
10 月のメモ

5日=選挙啓発話し合い学習の日蔭平公民館
6日大佐古公民舘)t民生委員総会 (1時30分
議場) 8日=運動会(三浦小・中、大村小、
西大村小、 三城小、 福重小) 9日=映写技術
研修会(6時図書館)t乳児検診第1次審査表
彰式 (1011;1議場) 10日=視聴覚ライブラリー
打合会C21J寺中央公民舘) 13日=全地区町務
連絡委員協議会(優良納税組合表彰式)(議場)
14日=モターボート第 l節 (17日まで)
15日=大村お宮日

(一)

の

田

市

の

し

尿

汲

取

許

時
二
可
業
者
従
事
員
の
健

止
月
康
保
持
と
鰐
末
処
理

取
は
の
適
正
化
を
は
か
る

悶

り

た

装

着

の

申

合

し
定
せ
で
、
つ
ぎ
の
日
を

一
一肯
定
休
日
と
き
め
ま
し
た
の
で

ど
了
承
く
だ
さ
い
1

な
お
、
移
末
処
理
場
操
作
の
都

従
来
国
民
健
康
保
険
に
お
り
る
療

一神
障
害
に
よ
る
負
傷
に
よ
り
療
養
一
部
負
担
金
の
霊
に
つ
い
て
誤
ヱ
〔
公
費
負
担
と

守

護

予

防

一
合
で
午
後
五
時
以
後
の
鼠
取
り
は

整
給
付
費
の
負
担
副
主
、
保
険
一
の
給
付
宇
つ
け
る
と
き
は
、
一
部
下
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

一
を
よ
り
、
患
者
ま
た
は
保
薯
一
お
断
り
す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

者
五
割
、

被
保
険
者
五
割
で
あ
り

五

担
金
は
十
分
の
一
ニ
に
引
下
げ
ら
一
ぃ
。

一が
県
知
事
あ
て
申
請
し
病
気
の
程
一
ム
定
休
日
毎
月
第
一
、
第
三
日

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
国
民
健
康

一れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
一

な
お
、
結
核
位
の
病
気
で
公
費
更
な
ど
に
き
県
が
治
療
費
の
全

一

菌

ヨ

保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
っ
一
場
合
医
療
費
総
額
が
千
円
と
す
る
五
担
が
あ
る
場
合
は
医
療
費
総
額
一
部
ま
た
は
一

部
を
負
担
す
る
場
合

一た
だ
し
、

毎
週
州
曜
日
の
停
電
日

ぎ
の
と
お
り
十
月
一
日
か
暴
行
と
、
七
百
円
は
保
険
者
(
市
)
が
一
か
ら
公
費
負
担
額
を
差
引
い
た
金

一
の
乙
と
で
す
。
〕
一
で
処
理
場
区
域
の
停
電
の
場
合
は

さ

れ

ま

す

。

三

百
円
は
被
保
険
者
が
負
担
す
る
一
額
裏
険
者
が
七
割
、
被
保
険

者

一

停

電

当

日

に

定

休

日

を

繰

り

替

え

世
帯
主
が
結
様
性
疾
病
も
し
く
は
一
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
病
院
窓
一
で
あ
る

喜

志

三
割
者
負
担
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
に
よ
る
疾
病
お
よ
び
精

一口
で
世
帯
主
で
あ
る
旨
申
出
て
二
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

従

来

の

五

三

割

i

被
保
険
者
の
負
担
額
を
引
下
げ

害リ

を

国
保
、

世
帯
主
が
結
核
性
の
病
気
な
ど(保

険
衛
住
課
)
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福
重
、
佐
奈
川
内
川

〔
立
福
寺
橋
〕
福
重
、
佐
奈
川
内
川
の
立
福
寺
摘
は
木
橋

で
し
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日
の
水
害
で
流

失、

新
し
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
け
替
え
ま
し
た

幅
四

・
一
0
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ま

た
護
岸
四
八
・
八
平
方
米
も
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

〔
佐
奈
川
内
川
井
せ
き
〕
立
福
寺
一
橋
上
流
二
十
八
メ
ー
ト

ル
の
所
に
、
井
せ
き
も
完
成
し
て
い
ま
す
。

{
写
真
上

H
立
福
寺
橋
、
下
日
い
せ
き
)

F 
宅

F 
苦

F 

t 
F . 
τ 

至
急

百
a 
F 
τ 

F 

s 

~ 

三

宅 、

Z 

S 

S 
T 

t 

z 

t 
z 
F 

= 
= 

= 
電

2ム

ヨ

~ 

宅

宅

f 
宅

-
f 

3 
F 

d 

~ 

a 

= 
2 

z 
= 

い
た
し
ま
す
。

-

近
く
町
務
連
絡
委
員
か
ら
町
内

一の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
に
参
る
こ

一と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

一く
お
願
い
た
し
ま
す
。

一
な
お
、
昨
年
の
共
同
募
金
の
実

わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
域
社
会
を
一
繍
は
六
十
一
ニ
万
八
百
九
十
三
円
、

よ
り
よ
く
し
て
ゆ
く
大
き
な
力
に
一歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
十
五
万

な

っ

て

い

ま

す

。

一

二

千

四

十

一

円

で
市
内
の
各
種
団

乙
の
意
義
め
る
年
を
契
機
に
ま
一体
に
対
す
る
配
分
額
は
つ
ぎ
の
と

す
ま
す
実
績
を
あ
げ
て
社
会
福
祉
一
お
り
で
す。

の
推
進
に
寄
与
し
、
み
ん
な
が
明
一一

【
共
同
募
金
】

る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
一

と
も
一
一
閣
の
お
力
添
え
を
お
願
い
一
ム
萱
瀬
保
育
園

円
ム
大
村
子
供
の
家

O
円

三
回
、
五
O

赤
い
羽
根
募
金
は
じ
ま
る

み
ん
な
が
明
る

い
生
活
を

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
一
で
き
ま
し
た
。
乙
れ
は
み
な
さ
ま

共
同
募
金

「
赤
い
羽
根
」
運
動
が
一
の
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
深
い

十
二
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
一
ど
理
解
と
、
お
互
い
の
し
あ
わ
せ

「
鵠
末
た
す
げ
あ
い
」
募
金
運
動
一
を
求
め
て
盛
り
上
る
美
し
い
心
の

が
全
国
一
斉
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
一
現
わ
れ
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
み
な
さ
ま
の
温
い
、
力
一
乙
と
に
本
年
は
共
同
募
金
発
足

強
い
と
協
力
に
よ
っ
て
、
お
お
む
一
第
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

ね
所
期
の
目
的
を
達
す
る
乙
と
が
一
こ
の
間
毎
年
立
派
な
成
績
を
収
め

秋
の
赤
痢
予
防
日

柿
な
ど
が
出
、
ま
わ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
九
、
七

0
0

ム
長
崎
県
コ
ロ

ニ
ー
協
会

O
、
0
0
0円

ム
大
村
善
隣
会

九
O
、
0
0
0

円
ム
大
村
市
福
祉
協
議
会
ニ

O

六
、
八

G
O円

ム
計

四
六
一
、

0
0
0円

ム
〔
た
す
け
あ
い
募
金
〕

生
活
困
窮
者
や
各
施
設
に
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
(
福
祉
事
務
所
)

暴
食
に
注
意
し
、
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込
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HO

百
日
咳
と
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

-m
日

か

ら

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防

接
種
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
っ
て

実
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は

も
れ
な
く
樺
留
さ
れ
る
よ
う
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ム
該
当
者
館
一
期
日
生
後
三

カ
月
J
六
カ
月
(
た
だ
し
、
生

後
六
カ
月
以
上
の
も
の
で
ま
だ

一
回
も
接
種
し
て
い
な
い
も
の

も
含
む
)

第
二
期
H
初
凶
(
第
一

期
)
免

疫
後
十
二
カ
月

i
十
八
カ
月
経

O 

手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。
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の 視 は い 眼治 住こがめ粉 な 、
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い やる 時 読目 m 適す 車 ん偏
よ 木 と は曹に ど 当 る 観]に食
う あき長や 適 過 な。はとを
に wlは時乙 当 否 ぽ 毎 る き
ずめ中間まな 刀 翠 日。り
るて 間続 が 休 を を 規 染
眼でけ い 整 附 ε 則 撃
が 速 な 仕を I~J g 正 脅
疲 て い 事与 止。 lィ じ

き の。 をえ さ 品与
景 続 ず る ふ ーヨ

な 色 げ る ~ 行 ぷ

(矛296号)りよ市政だ

身
体
を
強
健
に
す
る

読
書
の
時
は
姿
勢
を

正
し
く
保
つ

本
老
読
む
時
は
正
し
く
机
に
向
つ

て
上
半
身
を
起
し
、
眼
と
本
の
距

離
は
三
十
セ
ン
チ
以
上
と
し
て
、

寝
と
ろ
ん
だ
り
、
寝
床
の
申
、
自

動
車
の
申
な
ど
で
は
読
ま
な
い
。

適
当
な
採
光
に
注
意

す
る

①
じ
ゅ
う
ぶ
ん
明
る
い
光
線
の
下

で
読
書
す
る
。
と
く
に
日
暮
れ

ご
ろ
器
り
日
等
は
注
意
す
る。

①
直
射
日
光
や
、
ま
ぶ
し
い
露
出

電
球
は
止
め
る
。

①
光
糠
は
蔭
を
生
じ
な
い
よ
う
に

注
意
し、

な
る
べ
く
左
側
主
方

よ
り
す
る
。

印
刷
物
を
選
ぶ

①
書
籍
、
雑
誌
な
ど
で
文
字
の
小

さ
い
も
の、

印
刷
の
見
に
く
い

も
の
は
止
め
る
。

②
鉛
筆
は
適
当
な
固
さ
に
し
て
濃

い
も
の
を
使
う。

視
力
検
査
を
た
び
た

び
受
け
る

近
視
者
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
た
び

た
び
視
力
検
査

を
う
旬
、

視
力

が
一・

O
以
下

に
な
っ
た
時
は

専
門
医
の
診
断

を
受
け
る
。
近

視
者
は
常
に
正

確
な
眼
鏡
を
用

い
る
。
(保
険
衛
生
課
)

% 
えO
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大村{毎月 1日.10日.to日発行)

県
美
術
展
の
作
品
募

集第
六
団
長
崎
県
美
術
展
が
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
応
募
さ
れ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
乙
と
し
か
ら
日
本
画

(南
画
を
含
む
)
洋
画
、
彫
刻

工
芸
、
害
部
門
の
入
選
作
品
の

う
ち
最
俺
秀
品
を
県
教
育
委
員

会
で
文
部
省
に
推
せ
ん
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ム
会
場
と
会
期
長
崎
市
浜
屋

岡
政
(
十

一
月
二
日
i
十一

月
十
二
日
)

佐
世
保
市
佐
世
保
短
大
講
堂

(
十
一
月
十
七
日

t
二
十
六

日
)

ム
出
品
作
品
、
体
裁

マ
洋
画
、
版
画
部
H
百
号
以
内

昭和 何 年 10月 1日
(昭和M年4月t2日第三種委「便物館、可)

拾
得

物
の
お
知
ら
せ

額
様
に
入
れ
る

マ
日
本
画
部
H
額
棒
、
枠
張
り

び
ょ
う
ぶ

マ
南
画
部
H
条
帽
、
本
表
装
ま

た
は
枠
張
り
と
し
、

仕
上
寸

法
は
縦
も
の
幅
九
十
セ
ン
チ

高
さ
二
百
四
十
セ
ン
チ
、
横

も
の
幅
百
六
十
五
セ
ン
チ
高

さ
七
十
セ
ン
チ
以
内

マ
草
伝
美
術
部
H
半
切
以
上
枠

躍
り

マ
轡
道
部
H
条
幅
本
表
装
ま
た

は
枠
張
り
と
し
、
仕
上
寸
法

は
縦
も
の
帽
九
十
セ
ン
チ
高

さ
二
百
四
十
句

、
横
も
の

幅
百
六
十
五
勺

高
さ
七
十

円ン
以
内

(註

揮
篭
の

語
句
そ
構
害
で
暫
い
て
添
付

す
る
)

マ
写
真
部
H
H
四
ツ
切
り
以
上
、

枠
強
り

マ
彫
盟
、
工
芸
部

ム
出
品
資
格

県
内
居
住
者
に

限
る

ム
作
品
制
限
出
品
作
品
は
自

作
未
発
表
の
も
の
一
人
三
点

以
内

マ
出
品
手
数
料

一

点
に
つ
き

百
五
十
円
(
申
込
と
同
時
に

納
入
)

ム
出
品
申
込

十
月
一
日
J
二

十
日
市
教
育
蚕
員
会
社
会

教
育
課

ム
搬

入

十
月
二
十
二
日
J
ニ

ふ
三
日

(午
前
九
時

t
午
後

四
時
)
長
崎
市
本
下
町
中
央

公
民
舘

ム
そ
の
他
く
わ
し
い
乙
と
は
市

教
委
社
会
教
育
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

(申
込
用
紙

や
準
備
し
て
い
ま
す
。

)

(市
教
委
)

日
日
畜
産
共
進
会

第
士
一
回
大
村
市
畜
産
共
進
耳

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

ム
日
時
十
月
十

一
日
午
前
九

時

(
小
雨
決
行
)

ム
会
場
大
村
公
園
補
助
グ
ラ

ン
ド

ム
出
品
畜
乳
牛
四
十
頭
、
馬

十
頭
、
山
羊
二
十
五
頭
、
和

牛
五
十
六
頭
、
豚
四
十
頭
、

種
鶏
三
十
五
羽

な
お
、

長
崎
県
畜
産
共
進
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す

(開
催
月
日
、

名
称
N
場
所
出

品
頭
数
、
カ
ッ
コ
内
は
大
村
市

の
出
品
頭
数
の
順
)

ム

m月
3
・
4
日
長
崎
県
饗

ム
感
想
文
の
標
題

「
公
明
選
挙
推
進
方
策
に
つ

い
て
私
の
提
案
」

A
枚
数

四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

ム
応
募
資
格

長
崎
県
内
に

居
住
す
る
男
女
で
、
本
年
中

に
二
十
才
か
ら
三
十
才
に
達

す
る
ま
で
の
者

ム
締
切
期
日

昭
和
三
十
六

年
十
月
十
五
日

(当
日
付
消

印
の
あ
る
郵
送
作
品
は
受
理

し
ま
す
。
)

ム
提
出
先

長
崎
県
選
挙
管

理
委
員
会

(長
崎
市
外
浦
町

三
三
審
地
長
崎
県
庁
内
)

ム
発
表

昭
和
三
十
六
年
十

一
月
一

日
長
崎
市
に
お
い
て

開
催
す
る
長
崎
県
公
明
選
挙

推
進
大
会
に
お
い
て
発
表
し

あ
わ
せ
で
新
聞
紙
上
に
お
い

て
発
表
す
る
。

ム
賞

入
選
者
中
一

等
お
よ

び
二
等
な
ら
び
に
佳
作
に

つ
い
て
長
崎
県
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
賀
状
及
び
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

ム
応
募
作
品
の
利
用

応

募
作
品
は
当
委
員
会
に
お
い

て
選
挙
啓
発
の
た
め
、

自
由

に
利
用
し
ま
す。

ム
応
募
に
つ
い
て
の
注

ー
ロ必ω
応
募
者
の
住
所
氏
名

(ふ
り
が
な
を
付
す
る
乙

と
)
性
別
、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業

(勤
務
先
を
明

記
す
る
乙
と
。

な
お
学
庄

の
場
合
は
学
校
名
、
学
部

名
お
よ
び
学
年
を
記
載
す

る
乙
と
。
)
巻
原
稿
の
末

尾
に
記
明
ず
る
乙
と。

小
山
不
明
の
点
、
ま
た
は
公

明
選
挙
推
進
の
と
と
に
つ

い
て
の
照
会
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
し
て
く
だ
さ

(市
選
挙
管
理
委
員
会
)

一
血
液
の
予
約
登
録
は
一
ご

O
名

川

吋
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

け
た
人
は
四
百
名
、
予
約
登
録
川

川
「
赤
十
字
震
の
献
血
運
動
」
が
者
二
百
十
名
で
し
た
。
と
の
白
川

川
全
国
一
斉
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
は
大
村
市
長
、
渋
江
助
役
も
登
川

川
ま
し
た
が
、
大
村
市
で
は
九
月

録
し
ま
し
た
。

川
十
八、

十
九
日
中
央
公
民
舘

に

な

お

、
採
血
す
る
場
合
は
後
山

川
赤
十
字
巡
回
推
進
班
が
派
遣
さ
日
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
山

川
れ
血
液
型
の
判
定
、
献
血
予
約

す
の
で
、
そ
の
際
は
ど
協
力
を
J

川
登
録
が
行
な
わ
れ
多
数
の
市
民
お
願
い
し
ま
す

一

が

読
し
ま
し
た
。
判

定

委

(

福

祉

事
務
所
)

川

鶏
協
議
会
主
催
第
四
回
標
準

鶏
共
進
会
H
諌
早
市
農
林
セ

ン
タ
ー

ム

m月
M
日
'
第
三
回
長
崎
県

山
羊
共
進
会
H
大
村
市
補
助

グ
ラ
ン
ド
初
頭

(8
)

ム

m月
M
・日
日

第

九
回
長

崎
県
豚
共
進
会
H
大
村
市
補

助
グ
ラ
ン
ド
叩
頭

(6
)

ム
叩
月
四
日

第

五
回
長
崎
県

和
牛
共
進
会
(
種
牛
)
H
田

卒
小
学
校

初

頭

(
3
)

ム
ロ
月
1
日

右
に
同
じ
(
肥

育

)
H
m
頭

(
8
)

感
想
文
「
公
明
選
挙
推
進
方
策
に

つ
い
て
私
の
提
案
」
を
募
集

選
挙
管
理
委
員
会
を
始
め
、

婦
人、

青
年
団
体
そ
の
他
民
間

の
有
識
者
の
協
力
に
よ
り
、

公

明
選
挙
運
動
も
着
々
と
推
進
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
長
崎
県
選

挙
管
理
委
員
会
で
は
青
年
男
女

の
忌
惜
の
な
い
率
直
な
意
見
を

聴
き、

今
後
の
公
明
選
挙
准
進

に
資
す
る
た
め
、
感
調
文
を
募

集
し
ま
す
の
で
、

多
数
応
募
く

だ
さ
い
。

写
真
は
判
定
を
受
る
大
村
市
長
、

渋
江
助
役
ら

【
水
稲
】

稲
は
穂
が
で
て
は
じ
ゅ
会
ふ
ん
注的
思
し
て
、
防
の
で
す
。

裏
作
に
緑
肥
作
物
を

一

か
ら
二
十
五
日
t
三
十
日
く
ら
除
し
て
お
く
く
ら
い
の
注
意
が
導
入
す
る
と
、
①
有
機
物
の
補

一

い
ま
で
実
入
り
が
っ
つ
き
ま
す
肝
要
で
す
。

給
①
植
物
養
分
の
補
給
③
有
離

一

の
で
、

落
水
は
三
十
日
以
後
に

【
麦
】

種
子
は
必
要
量
だ
け

窒
素
の
利
用
①
土
壌
の
下
層
成

一

行
な
い
ま
し
ょ
う
。
棄

が
早
は
確
保
し、

出
水
選
や
消
毒
を
分
の
有
効
化
⑤
土
躍
上
層
構
造

一

す
ぎ
る
と、

青
米
、死
米
、シ
イ

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

の

変
化
等
の
効
果
が
期
待
で
き

一

ナ
が
増
加
し
減
収
し
ま
す
。
ま

【
み
か
ん
】

ダ
ニ
の
発
生
地
力

ι減
退
を
防
ぐ
乙
と
が
で

一

た
穂
首
イ
モ
チ
や
メ
イ
虫
の
被
に
気
を
つ
け、

発
生
闘
で
は
テ
き
ま
す。

緑
肥
作
物
と
し
て

一

害
が
掴
大
し
ま
す
の
で、

穂
首
デ
イ
オ
ン
の
千
倍
液
そ
散
布
し
は
一旦
科
作
物
が
大
部
分
で
あ
り

一

イ
モ
チ
や
メ
イ

効
果
が
顕
著
で

一

虫
の
被
害
の
多

水

稲

1
秋

ウ

ン

カ

に

注

意

す

。
レ
ン
ゲ
や

一

い
水
田
で
は
早

、

6

4

4

ア
ル
サ
イ
ク
ロ

一

す
ぎ
な
い
よ
う
い
く
ら
か
お
そ
ま
し
ょ
う
。
早
生
闘
で
は
夜
蛾

パ
l
あ
た
り
が
良
い
で
し
ょ
う

一

目
に
落
水
ず
る
よ
う
に
し
ま
し
の
被
害
が
大
き
い
の
で
、

日
没

飼
料
作
物
と
し
て
は
イ
タ
リ
ア

一

ょ
う
。

後
捕
殺
す
る
か
、
網
を
張
る
な
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
が
よ
く
レ
ン
ゲ

一

落
水
後
北
風
な
ど
で
乾
燥
し
ど
し
て
、

防
除
を
行
な
い
ま
し
と
混
摘
し
ま
す
。
レ
ン
ゲ
も
イ

一

す
ぎ
る
場
合
は
走
り
水
が
で
き

よ
う。

タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
も
水
稲

一

る
よ
う
に
し
て
お
く
と
と
が
大

【
緑
肥
飼
料
作
物
】

米
落
水
後
播
種
し
ま
す
。

一

切
で
す
d

。

要
作
と
い
う
単
純
な
水
田
作
式
イ
タ
リ
ア
ン
は
栄
養
価
が
高
く

一

秩
ウ
ン
カ
の
発
生
に
は
と
く

は
土
壊
の
物
理
的
、
化
学
的
住
生
草
、
乾
草
の
悶
万
に
使
え
ま

一

に
注
意
し、

万
全
な
防
除
に
努

質
を
不
良
化
し
て
土
地
生
産
力
す
の
で
大
い
に
栽
培
し
て
く
だ

一

め
ま
し
ょ
う。

棄

す
る
前
に
を
停
滞
ま
た
は
遣

さ
せ
る
も
さ
い

(県
農

業

改

善

第

二

池
田
の
堤
魚

取
り
大
会

林
す
る
樹
種
お
よ
び
本
数
を
当

恒
例
の
池
田
の
堤
の
魚
取
り

日
申
出
て
手
続
き
を
す
ま
せ
て

大
会
が
つ
き
の
と
お
り
決
行
さ

く

だ
さ
い
。

れ
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
な
お
、
期
日
に
遅
れ
ま
す
と

き
い
。

次
年
度
に
な
り
補
助
金
の
交
付

な
お
同
池
に
は
多
数
、
鯉
、

が
お
く
れ
ま
す。

源
五
郎
鮒
、

真
鮒
が
成
育
し
て

な
お
、
造
林
用
苗
木
の
注
文

お
り
ま
す

。

を

す

る

か

た

は

一
本
当
り
ニ
円

ム
日
時
昭
和
三
十
六
年
十
月
以
上
の
予
約
金
を
そ
え
て
、
当

十
五
日
(
日
曜
日
)
午
後
一

日
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時

か

ら

開

始

地

区

懇

談
会
の
際
申
込
み
を
受

ム
入
場
料

利
打
か
ぶ
せ
、
大
付
け
ま
す
の
で
、

懇
談
会
に
出

た
ぶ
(
間
口
三
尺
、
奥
行
ニ

席

で
き
な
か
っ
た
人
は
、
つ
ぎ

尺
以
上
)
ニ
百
円
、
制
普
通

の
期
日
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
市
事
業
課
で
は
男
子
従
業
員
数

手
綱
百
円
、

村
チ
り
か
き
、

(地
区
、
受
付
場
所
、
日
時

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
格
は

そ
の
他
小
物
魚
具
五

十

円

の

順
)

市
内
居
住
者
で
三
十
五
才
未
満
、

ム
入
場
券
は
当
日
現
場
で
発
売

ム
大
村
、
西
大
村
、
竹
松
地
区

面
接
日
は
十
月
五
日
午
前
十
時
事

い
た
し
ま
す
。

森
林
組
合

業
課
、
希
望
者
は
当
日
履
歴
曹
を

ム
主
催
池
田
青
年
団

羽

月

四

日
午
前
9
時
J
午
後

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(農
林
課
)

5

時

(

事
業
謀
)

ム
三
浦
地
区
三
浦
出
張
所

造
林
計
画
申
請
の
受
付

m月
四
日
午
前
9
時
t
H時
忌

明

に

寄

付

昭
和
三
十
六
年
度
に
新
た
に
'
ム
鈴
団
地
区

鈴

田
出
張
所
市
内
松
山
郷
ニ
ニ
九
松
崎
龍
己

造
林
さ
れ
る
か
た
は
造
林

計

画

叩

月

M
日
午
後
2
時
l
午
後
さ
ん
は
亡
父
龍一

さ
ん
の
忠
明
に

曹
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付
ま
す

4
時

際
し
社
会
福
組
事
業
へ
と
九
月
十

の
で
印
鑑
持
参
の
う
え
植
林
予

ム
萱
瀬
地
区

萱
瀬
出
頭
所
八
日
金
一
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

定
地
の
字
、
地
番
、
面
積
、
植

m月
幻
日
午
前
9
時
l
午
前

た

。

(

福
祉
事
務
所
)

日
時

ム
福
重
地
区

福
重
出
費
所

問
月
初
日
午
後
2
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